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ごあいさつごあいさつ

海に囲まれ、 豊かな自然に恵まれた沖縄県には貝塚、 グスク、 集落跡や近世古墓群など約

２，５００箇所の遺跡があります。

去る大戦で、 首里城をはじめとする多くの文化財が焼失し破壊されましたが、 幸いにも国

内外に現存する文献史料等のほかに戦災を免れた遺跡が地中や海底に眠る埋蔵文化財として

数多く残されました。 当センターは、 これらの埋蔵文化財の調査 ・ 研究 ・ 整理 ・ 保管、 そし

て教育 ・ 学術及び文化の発展に資する目的で平成１２年４月 1 日、 西原町に開所しました。

今回の企画展 「10 周年展～埋文センター 10 年の歩み～」 では、 当センター設立 10 周年

を記念し、 沖縄本島をはじめ、 宮古 ・ 八重山諸島を含む県内全域に及ぶ 10 年間の発掘調査

成果のなかから、 特に重要な成果について展示公開しております。

なかでも代表的な展示品としては、 ｢ 首里城跡とその周辺 ・ 関連遺跡」 の発掘調査から得

られた成果です。 これまでの調査から、 第二尚氏の菩提寺として 1492 年建立された円覚寺

跡や王家別邸として 1677 年創建された御茶屋御殿跡、 1870 年に創建され国王世子の住ま

いとなっていた中城御殿跡、 そして那覇港北岸に隣接し当時の交易港内にあった渡地村跡な

どの周辺遺跡と首里城との関連性がわかり、 往時の暮らしぶりがうかがえます。

また、 ｢ 米軍基地内とその周辺遺跡」 の発掘調査では、 縄文時代から弥生時代、 グスク時

代にかけての先人達の生活や文化、 ヒトやモノの流れをあらわす遺構や遺物が出土し、 大変

興味深いものがあります。

この機会に、 当センターの発掘調査と考古学的見地から検証された成果をご覧いただくと

ともに、 先人達が歩んできた歴史に思いを馳せ、 本県の魅力やその価値を尚一層実感してい

ただければ幸いです。

平成 22 年 10 月 19 日 

沖縄県立埋蔵文化財センター        

所長　守内　泰三
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１．当センターの設立に至るまでの主な経緯

　当センターの設置以前は、沖縄県教育庁文化課の資料室（那覇市首里大中町の首里資料室、同市若

狭町の若狭資料室、糸満市字兼城の兼城資料室。以下「三施設」と標記する。）において、分散され

た状態で資料整理及び出土品の収蔵・管理などをおこなっていました。

　昭和 47（1972）年５月 15 日の本土復帰前は、旧県立博物館の敷地内に琉球政府文化財保護委員会（後

の首里資料室）があり、文化財保護委員会による調査や研究者による発掘調査と資料整理などがおこ

なわれていたようです。

　本土復帰直後から海洋博覧会プロジェクトなどの大規模事業や大型開発が始まり、開発に伴う緊急

発掘調査が急増しました。これに伴い首里資料室も出土品を収納できなくなり、打開策として昭和 55

（1980）年に糸満市兼城にあった県立養護学校の跡地を利用して兼城資料室が設置され出土品の収蔵

と管理をおこなっていました。翌年の昭和 56（1981）年には那覇市若狭町の県有地（二輪車安全運転

教育センター。通称：原付講習所）に若狭資料室が設置され、資料整理と出土品の収蔵を行っていま

したが、昭和 58（1983）年度～昭和 60（1985）年度迄の３カ年間に亘って沖縄自動車道（石川～那

覇間）建設工事に係るうるま市石川の古我地原貝塚ほか５遺跡の緊急発掘調査の実施と昭和 60（1985）

年度から始まった国指定史跡首里城正殿跡の遺構確認調査などにより、首里資料室・若狭資料室も瞬

く間に出土品で飽和状態となり、首里資料室の空き地を利用して仮設の収蔵施設を設置して資料整理

と収蔵を行っていました。最終的には兼城資料室も出土品の収蔵・管理以外に資料整理もおこなって

いましたが、そこも出土品で満杯となり、一時的に未整理のものは三施設とも屋外でのコンテナや土

嚢袋を積み重ね、ブルーシートで覆って保管するという状況でした。（平成 11 年度８月時点で三施設

の総コンテナ数は、8,000 箱余。平成 22 年度９月現在：センター収蔵庫のコンテナ総数 24,000 箱）

そのため出土品資料の整理・収蔵・保管などを集中的に、且つ効率よく管理できる施設の必要性が高

まり、埋蔵文化財に係る調査・研究、整理・保管、教育・学術及び文化の発展に資するための施設と

して平成 12（2000）年４月１日に開所しました。

２．当センターの役割

　当センター開所により発掘調査、資料整理・出土品の収蔵・保管・管理・公開に至る全ての業務が

センターに集約され一元的に効率よく実施できるようになりました。

　センターの業務内容は、以下の通りです。

　　① 埋蔵文化財の調査研究に関すること。

　　② 埋蔵文化財及び埋蔵文化財に関する資料の収集、保存及び活用に関すること。

　　③ 埋蔵文化財に関する知識の普及に関すること。

　　④ 埋蔵文化財の調査に関する指導及び研修に関すること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（沖縄県立教育機関設置条例第６条の２より抜粋）
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10 年間の調査成果について10 年間の調査成果について

　沖縄県立埋蔵文化財センターの埋蔵文化財（遺跡）調査は、島
とう

嶼
しょ

県である本県の全域にお

いて幅広く行っております。調査には、一定の面積を全体的に行う「発掘調査」と、地表面

の踏査もしくは小面積の試掘調査により新たな遺跡や遺物を発見する「分布調査」の２つが

あります。地域的には、沖縄本島、周辺離島、宮古諸島、八重山諸島という大きく４つの地

域に分けられます。

　沖縄本島においては、首里城跡とその周辺、宜野湾市・北谷町にある米軍基地内と周辺の

２つに集中しています。前者は、その多くは首里城復元整備に伴うもので、まさに琉球王国

の中心であったことを示す中国・東南アジア・高麗・日本からもたらされた陶磁器や金属製

品など数多くの優品が出土しています。一方で、これら各国の影響をもとに琉球独自の品々

も見られます。後者では、米軍基地であったが故に遺跡が良好に残存しており、縄文時代か

ら近代までの祖先の生活の移り変わりが分かります。これらのほか、国道建設のために行

った縄文時代後期の遺物包含層やグスク時代の耕作跡が確認された那覇市箕
みーぬ

隅
しん

原
ばる

Ａ遺跡や、

斜面崩落防止工事のために行った近世～近代に営まれた同市ナカンダカリヤマの古墓群など

の発掘調査も行っています。

　周辺離島とは、沖縄本島周辺の離島を総称しており、伊是名村具志川島遺跡群・久米島町

ヤッチのガマで発掘調査を行っています。

　宮古諸島では、新里元島上方台地遺跡や尻並遺跡の集落跡、宮国元島上方古墓群や新里東

元島遺跡の古墓群の調査を行っております。これらの調査により、現在の市街地である平良

以外にも、旧上野村・城辺町にあたる宮古島南部地域にも多くの人々が暮らしていたことが

分かりました。

　八重山諸島では、石垣島の白保地域、与那国島の嘉田地区古墓群、潮
すう

原
ばる

古墓群などがあり

ます。白保地域は、新石垣空港建設に伴う発掘調査で、約２万年前に遡る人骨が見つかった

白保竿根田原洞穴のほか、砂丘から台地にも様々な遺跡が見つかっており、時代によって住

む場所が異なっていたようです。

　分布調査は、新石垣空港予定地内、普天間飛行場を中心とした基地内、新大学院大学建設

予定地内、沿岸地域といったある一定の地域で行うものと、戦争遺跡といった対象を絞った

調査があります。

　重要な遺跡の保存活用を図るため遺跡の内容範囲を詳しく調べる調査は、今帰仁村西
にしながはま

長浜

原
ばる

遺跡で行いました。この遺跡は、昭和 50 年に県内で最初に調査を行った縄文時代後～晩

期の多くの竪穴住居跡が確認された集落跡で、遠く新潟県から運ばれたヒスイや大量の石斧

などの石器が出土するなど、非常に重要な遺跡です。

　また、市町村教育委員会の発掘調査への指導・協力も行っており、弥生並行時代の交易拠

点ともされる本部町アンチの上貝塚や、近代の炭窯跡などの山の生活の様子がわかる大宜味

村大
た い ほ

保川上流域生産遺跡群などがあげられます。

　以上のように、当センターでは、首里城跡をはじめ、本県の歴史や文化を明らかにするた

めに各地の遺跡調査を行っています。開発に伴う発掘調査の多くは、遺跡自体が失われてし

まいますので、今後とも適切な発掘調査を行い、得られた出土品などを整理・保存して、考

古学から検証した成果を皆さんに分かりやすく公開していきたいと思います。
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　所   在   地 ：那覇市首里ほか

   調   査   年：1972 年～（県教育庁文化課より継続）

　調 査 原 因：史跡整備、公園整備、遺構確認、臨港道路建設

首里城跡
　とその周辺地区の発掘調査は、埋蔵文化財センターが設立される以前

　から実施しています。埋蔵文化財センターが平成 12 年度に開所して

からは、御
う ー ち ば る

内原地区（正殿の後方に位置し王妃の居室や女官の部屋などがあった場所）、書院（王

の執務室）・鎖
さ す の ま

之間跡（王子などが賓
ひんきゃく

客などを接待した場所）、淑
しゅくじゅんもん

順 門跡（御内原への出入り口）、

銭
ぜにくら

蔵跡（倉庫等）などの建物があった場所の発掘調査や首里城を取り囲んでいた城
じょうかく

郭跡の発掘調

査を実施しています。首里城跡とその周辺地区は、発掘調査の成果、絵図、古地図などを基に建

物復元や公園整備がされており、城郭の内側は国営沖縄記念公園首里城地区、外側は県営首里城

公園となっています。

　発掘調査の結果、御内原地区では、14 ～ 15 世紀代の遺構か

ら昭和 25 年に建てられた旧琉球大学の石積まで、数期に区分で

きることが分かりました。遺構としては造成跡、建物基壇、石積、

石畳、石囲い遺構、階段、溝、暗渠、生ゴミを捨てたシーリ遺構

を確認しており、それらは絵図や古地図に描かれている建物のう

ち、黄
くがにうどぅん

金御殿（国王・王妃の寝室・居間）、近
きんじゅうつめしょ

習詰所（国王の身の

回りの世話を行う役人の詰所）、女官居室及び世
よほこりでん

誇殿（国王崩御の

際、世子が王位継承の儀礼を行った場所）、門番詰所などに相当す

ることが分かっています。その他に 1933 年に創建された沖縄　

神社に関連する遺構や火災の痕跡をみることのできる層なども確認しています。

　書院・鎖之間跡では、書院の柱跡や築山へ続く階段、ソテツなどを植えたと考えられる岩盤の

くぼみなど、琉球石灰岩の岩盤を利用した庭園跡を確認しました。鎖之間跡では、柱跡などはあ

りませんでしたが、鎖之間以前の遺構を確認しています。現在、書院の庭園跡は復元され、首里

首
里
城
跡
と
そ
の
周
辺
・
関
連
遺
跡

首
里
城
跡
と
そ
の
周
辺
・
関
連
遺
跡

往時の華やかな姿をみせる王城
首里城跡とその周辺遺跡 ( 約 600 年～ 60 年前）

書院・鎖之間跡

御内原北地区 御内原北地区シーリ遺構
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城跡とは別に、平成２１年７月２３日付け

で国定指定文化財（名勝）として指定され

ています。

　淑順門跡周辺では、門の根
ね い し

石と石敷き、

御内原へ向かう階段と東西へ連なる城壁を

検出しました。城壁には積み直しされた部

分が確認されたものもあり、地震や工事等

の理由が考えられています。

　銭蔵跡では、銭蔵の柱を据えていた遺構、

尚真王代（1477 ～ 1526）に行われた

とされる城壁拡張工事の際の造成跡が確

認されており、地震で崩壊した部分の応

急処置をした可能性がある箇所も見つか

っています。

城 郭 の 外 側 に お い て も 継
けいせいもん

世 門 跡、

城
ぐすくのしちゃ

の 下跡、上
い ー ぬ も う

の毛跡、真
ま だ ま み ち

珠道跡、綾
あい

門
じょう

大
うふ

道
みち

跡、松
ま つ ざ き ば ば

崎馬場跡などの首里城跡に関

連する施設の発掘調査も実施しています。

継世門跡では、石を敷詰めて造られた

階段などの遺構が良好な状態で確認され、

城の下跡と上の毛跡では、石畳道が確認 御内原北地区全景

御内原西地区

首
里
城
跡
と
そ
の
周
辺
・
関
連
遺
跡

首
里
城
跡
と
そ
の
周
辺
・
関
連
遺
跡
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されました。

城の下跡では、石畳道を幅５ｍ、長さ 40 ｍの規模で検出しました。確認のためのトレンチ（溝

状の確認穴）を設定して調査した箇所では、城の下が造られた層の下から城郭の一部を確認したこ

とから、城の下が城郭よりも新しいことが分かりました。

上の毛跡周辺は、遺構として残っている部分

は多くはありませんでしたが、城の下から続くと

思われる石畳道や国
くになかぐすくうたき

中城御嶽の石積を確認しまし

た。

真珠道跡では、道部分の遺構は残りが良くは

ありませんでしたが、真珠道の起点となる真
まだまみなと

珠湊

碑
ひ も ん

文片とその台座跡や綾門大道跡と合流する部分

の遺構の確認をしました。綾門大道跡では道の基

礎跡と排水溝などを確認し、現在の守礼門は復元

される際に基礎が約 50 ㎝高く設定されているこ

とも分かりました。

その他、首里城跡周辺の王家関連遺跡

として、第二尚氏王統の菩
ぼ だ い じ

提寺である円

覚寺跡、王家の別邸であった御
う ち ゃ や う ど ぅ ん

茶屋御殿

跡、王世子の居住する屋敷であった中城

御殿跡の発掘調査を実施しています。ま

た、琉球国の玄関として重要な場所であ

った那覇港の渡
わたんじむら

地村跡の発掘調査も実施

しました。

首
里
城
跡
と
そ
の
周
辺
・
関
連
遺
跡

首
里
城
跡
と
そ
の
周
辺
・
関
連
遺
跡

城の下跡

黄金御殿跡

継世門跡

淑順門跡
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円覚寺跡  
　は、首里城跡の北側に隣接し、沖縄における臨

りんざいしゅう

済宗の総本山でした。 

沖縄戦前は国宝に指定されていた施設もありましたが、沖縄戦で

境
けいだい

内を囲む石積以外は全て焼失しました。戦後は埋められ、旧琉球大学の教員官舎や運動場とし

て使用されていました。平成９年度から遺構確認調査を開始し、埋めていた土砂を取り除くと、

基壇、礎石、せん敷き、溝、石敷き、井戸などの多様な遺構が良好な状態で確認できました。確

認した遺構と戦前の古写真、図面を照合する

と、円覚寺の中心となる建物である仏殿、仏

像や歴代住職の位
い

牌
はい

などを安置していた獅
し

子
し

窟
くつ

、円覚寺の正門である三
さん

門
もん

、梵鐘を吊るす

ための施設である鐘楼、井戸、尚家の位牌を

祀る龍
りゅう

淵
えん

殿
でん

、住職が日常生活を営む庫
く

裏
り

、枯

山水の庭園、左
ひだり

脇
わき

門
もん

などの施設にあたること

が確認できました。

平成 18 年度からは史跡整備のための補足

調査を実施しており、石積、石敷、造成跡な

どの遺構が確認されています。

首
里
城
跡
と
そ
の
周
辺
・
関
連
遺
跡

首
里
城
跡
と
そ
の
周
辺
・
関
連
遺
跡

円覚寺調査区全景（東から）

城郭南側下地区真珠湊碑文台座跡

庫裏地区 井戸地区
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中城御殿跡調査区全景

中城御殿跡
　は、尚豊王代（1621 ～ 1640 年）に現在の首里高校敷地に創

　建され、1857 年に当蔵町へ移転、1870 年に旧県立博物館敷

地へ移転しています。発掘調査を行っているのは最後に中城御殿のあった、旧県立博物館敷地内です。

沖縄戦で焼失し、戦後はバスターミナルや県立博物館などが建っていたこともあり、遺構の残りは

良くないものと考えていましたが、庭園跡、石列、石畳、石敷、溝などの多様な遺構を確認してい

ます。平成 19 年度から平成 21 年度までの調査で検出した遺構を組み合わせると、中城御殿跡南

西部の建物構成がわかりつつあります。また、中城御殿を建設する際の造成土の下層（近代）より、

ピット（小穴）や石組遺構が確認されていることから、近世に何らかの施設が存在していることも

分かりました。遺物は、中国産やヨ

ーロッパ産の磁器を含む様々な陶磁

器、鍍
と き ん

金が施された飾りを含む金属

製品、多数のビーズなど中城御殿跡

での高い生活品位を現すものが出土

しています。

建物跡検出状況遺構検出状況

御茶屋御殿跡
　は首里城跡の南東方向の高台にあり、沖縄本島南部一帯を

　望むことができる位置にあります。創建は 1677 年とさ

れ、王家の別邸として、また国賓を接待する場所として、茶
ちゃてい

亭、望
ぼうせんかく

仙閣などの施設や築山、庭園など

が配置されていました。沖縄戦で焼失した後は、カトリック教会が敷地を買い取り現在に至っていま

す。その跡地で遺構の有無を確認したところ、造成跡や規則的な礎石配置など良好な状態で遺構が残

っていることが分かり、最終的には茶亭跡の規模が分かるような遺構を確認しました。茶亭以外の遺

構残存状況については、数箇所で試掘調査を実施し、石敷きを確認しています。

首
里
城
跡
と
そ
の
周
辺
・
関
連
遺
跡

首
里
城
跡
と
そ
の
周
辺
・
関
連
遺
跡
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渡地村跡
　は、琉球国時代から明治まで離れた小島であり、橋を利用して行き来

していました。その当時は遊郭、硫
いおうぐすく

黄城、宮古蔵などの多くの施設が

あったことが知られています。発掘調査では、遊郭と断定できる遺構はありませんでしたが、多数の

ピット、造船・修理を行っていたと考えられる鍛
か じ ろ

冶炉跡、護岸跡などが確認されています。護岸跡は

進貢船の係留地であった唐船小堀の一部であると考えられます。遺物は輸入陶磁器、本土産陶磁器、

沖縄産陶器、鍛冶関連遺物、箸や縄などの木製品などがあります。その中でも、首里城跡と比較して

も遜色のない質・量の青磁が出土しています。そのことから当時の渡地村跡が、高価な器であったと

考えられる青磁を使用していた場所であることや、首里城などで使用するために明から仕入れた青磁

を集積・分配する役目を果たしていたことなどが想定できます。渡地村跡一帯は、古くから現在まで

外交・交易の拠点として重要な場所であるということができます。

遺物出土状況

護岸検出状況

渡地村跡全景

首里城跡からも土器が出土します。グスク

土器が多いですが、稀に縄文土器も出土して

います。縄文土器が出土する所は、崖下など

建物を建てるには条件の良くない場所が多い

ようです。もしかしたら首里城を建築する際

に、縄文時代の遺構や遺物を掘り起こしてい

たのかもしれません。

 首里城跡から縄文土器も出土

側溝跡検出状況遺構検出状況

首
里
城
跡
と
そ
の
周
辺
・
関
連
遺
跡

首
里
城
跡
と
そ
の
周
辺
・
関
連
遺
跡
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縄文時代前期から近代にかけて

土地の移り変わりが分かる遺跡
新
あらぐすくしちゃばる

城 下 原城 下 原第二遺跡 ( 約 6000 ～ 500 年前）第二遺跡 ( 約 6000 ～ 500 年前）

　所   在   地 ：宜野湾市安仁屋・北谷町北前

   調   査   年：1999 ～ 2004 年（県教育庁文化課より継続）

　調 査 原 因：ガソリンスタンド建設

　新城下原第二遺跡は、キャンプ瑞慶覧内の国道 58 号線側の海岸低地にあり、縄文時代前期（約

6000 年前）の貝塚、弥生～平安並行時代（約 1600 ～ 2000 年前）の川跡、グスク時代（約

500 ～ 800 年前）の水田跡が確認されました。

　縄文時代前期の貝塚は現在の地面から約４ｍ下の標高約０ｍの地点に見られ、その当時はマング

ローブが生い茂る湿地であったようです。そのため、貝殻やイノシシなどの骨、現在沖縄で最も古

い土器の一つである無文土器と爪形文土器、そして石器が多く出土しましたが、居住の場というよ

りも、いわゆる貝塚と考えられます。

　その後、この場所は一度海底になったものと思われ、２ｍ以上の厚い砂で覆われてしまいます。

弥生～平安時代になってから再び、生活の痕跡が見られ、住居跡はありませんが、九州産の弥生土器、

奄美の土器、そして本州で貝輪などのアクセサリーに使われたイモガイなどが集められた遺構など

を確認しており、本州との交易・交流の場であった可能性が想定できます。

　グスク時代になると、この一帯は水田となり、木杭で囲まれたアゼが確認され、約 50 ㎡の小さ

な方形区画の水田であったことが分かりました。約 800 年前に営まれたこの水田跡は、現時点では

沖縄で最も古いものです。その後に一度使われなくなりますが、近世から近代にかけて再び水田に

なるようです。

　現在では、この地域が海岸に近

く水田が営まれたことは分からな

くなっていますが、この発掘調査

の成果により、土地利用の移り変

わりが分かりました。

縄文時代前期の貝塚

イモガイの集積（弥生並行時代）

米
軍
基
地
内
と
そ
の
周
辺
遺
跡

米
軍
基
地
内
と
そ
の
周
辺
遺
跡
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グスク時代の水田

爪形文土器と石器 アゼの痕跡と木杭

米
軍
基
地
内
と
そ
の
周
辺
遺
跡

米
軍
基
地
内
と
そ
の
周
辺
遺
跡

　国史跡大山貝塚と関連する縄文時代

後～晩期の集落跡
大
おおやま

山富
とうむいばる

盛原盛原第二遺跡（約 3000 ～ 2500 年前）第二遺跡（約 3000 ～ 2500 年前）

　所  在  地　：宜野湾市大山

　調  査  年　：2004 年

　調  査 原 因：基地内文化財分布調査（遺跡範囲内容の確認）

　大山富盛原第二遺跡は、普天間飛行場南西側に隣接する石灰岩段丘先端部の標高約 70 ｍ地点に広が

る縄文時代後～晩期の集落跡で、東シナ海が一望できる見晴らしが良い高台です。

　ここでは、竪穴住居跡が５基確認され、一辺約 2.5 ｍのものと、一辺約５ｍのものの２つがあります。

竪穴住居跡の内部には火を使った痕跡があり、調理などが行われていたものと思われます。

　住居跡からは、イノシシやブダイなどの魚、トリ、ジュゴンなどの骨が出土しており、当時の人々が

食していたもののゴミと思われます。また、特にまだ使えると思われる石斧がまとまって出土しており、

住居を放棄する際の地鎮のような何らかのまじないであったのでしょうか。
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　さらに、人骨が破片で出土しており、火を受けているものもあります。うるま市伊計島仲
なかばる

原遺跡で

は住居跡内に人骨が埋葬されていた例もあり、当時の葬法の一つであった可能性があります。

　この遺跡では、縄文時代晩期の宇
う ざ は ま

佐浜式土器が多く出土していますが、縄文時代後期の大山式土器

もあります。この土器は沖縄の縄文時代後期を代表する土器の一つであり、約 100 ｍ北側の崖下部

にある国指定史跡大山貝塚で最も多く出土していることから、本遺跡との関連性が注目されます。

　また、この遺跡が位置する普天間飛行場

西側では、このような縄文時代後～晩期

の遺跡が集中しており、今後の調査、そ

してその保存を行うことで、当時の人々

の生活が分かってくるものと思われます。

　所  在  地   ：北谷町字桑江 

　調  査  年   ：2000 ～ 2001 年

　調 査 原 因：送油管建設

　後兼久原遺跡は、平成 14 年に返還されたキャンプ桑江北側地区に位置しており、海岸低地の一番

奥まった丘陵端に位置するグスク時代（900 ～ 500 年前）の集落跡です。当時は、海岸砂丘が広が

り、すぐに海に出ることが可能な場所であったようです。

　グスク時代にわたって継続される遺跡ですが、その胎動期（初期）とされる約 900 ～ 800 年前

の遺構がまとまって出土します。この調査では、川跡が確認されており、長崎産の滑石製石鍋、それ

を模倣した石鍋型土器、徳之島産カムィヤキ、中国産白磁が出土しています。このことから、本州か

らのモノ・ヒトの動きが想定される画期的な時期と考えられています。具体的には、滑石製石鍋を

加工したバレン状製品が、九州北部（福岡県）・西部（長崎県）で多く出土していることが挙げられ、

グスク時代初期の集落の様子が

明らかになった遺跡
後
く し か ね く ば る

兼久原兼久原遺跡（約 900 ～ 500 年前）遺跡（約 900 ～ 500 年前）

竪穴住居跡掘削前 掘削後

米
軍
基
地
内
と
そ
の
周
辺
遺
跡

米
軍
基
地
内
と
そ
の
周
辺
遺
跡
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畑跡と考えられる列状ピット群

土坑墓（北谷町教育委員会提供）

後兼久原遺跡の位置

これらの地域との関係が今後の研究で重要に

なってくるものと思われます。

　また、北谷町教育委員会が調査した隣接す

る区域では、同時期の掘
ほっ

立
たて

柱
ばしら

建
たて

物
もの

跡
あと

や土
ど

坑
こう

墓
ぼ

、畑跡が確認されており、住居・生産・墓

地を有する集落構成が想定されます。

　この遺跡の調査から、グスク時代初期の集

落の様子が分かり、非常に重要な成果となり

ました。

　

大小の建物跡
（北谷町教育委員会提供）

  調査地

北谷町役場

後兼久原遺跡

米
軍
基
地
内
と
そ
の
周
辺
遺
跡

米
軍
基
地
内
と
そ
の
周
辺
遺
跡
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グスクが造られる直前の集落跡
喜
き

友
ゆ

名
な

前
まえ

原
はら

第二遺跡（約 800 ～ 700 年前）第二遺跡（約 800 ～ 700 年前）

　所　在　地：宜野湾市喜友名

　調   査   年：2004 年

　調 査 原 因：基地内文化財分布調査（遺跡範囲内容の確認）

　

　喜友名前原第二遺跡は、普天間飛行場内北西側の石灰岩段丘の内陸部に位置し、グスクが造られ

る直前（約 800 ～ 700 年前）の時期の集落跡です。

　調査では、掘立柱建物が 17 基以上建っていたことが分かりました。その建物は、約２× ４ｍの

小サイズと、約４×８ｍの大サイズの２つの大きさがあるようです。このような大小の建物は、前

述の北谷町後兼久原遺跡でも見つかっており、グスク時代の前半期（約 900 ～ 700 年前）の建物

の形態の一つです。ただ、この遺跡の立地が、低地ではなく段丘にあることから、読谷村吹
ふきだしばる

出原遺

跡やタシーモー北方遺跡などとの共通性が指摘できます。

　出土遺物には陶磁器や土器がありますが、その出土量は非常に少ないことから、別の場所に廃棄

されたのか、集落を移転する時に持ち出されたのか気になるところです。また、建物の柱穴より、

イネ・アワかヒエ・ムギ・マメなどの炭化した種子が出土しており、当時の食糧事情が分かります。

量は圧倒的にイネが多いようです。実は、普天間飛行場内には野
の だ け

嵩タマタ原遺跡や大
お お じ ゃ な

謝名軍
とさばなばる

花原第

二遺跡などのように谷地形を利用した耕作が行われた遺跡が多く見られ、そこでこれら穀物の生産

がなされていた可能性が指摘されています。つまり、丘陵上に集落跡が営まれる背景としては、穀

物生産も関係していたのかもしれ

ません。

大型建物跡

柱穴

米
軍
基
地
内
と
そ
の
周
辺
遺
跡

米
軍
基
地
内
と
そ
の
周
辺
遺
跡
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かつての集落が姿を現す遺跡
普
ふ て ん ま

天間天間古
こしゅうらく

集落集落遺
い せ き

跡ほか（約 2500 年～ 60 年前）ほか（約 2500 年～ 60 年前）

　所   在   地 ：宜野湾市普天間

   調   査   年：２００８年～

　調 査 原 因：病院建設

米軍基地内での病院建設に伴い平成 20 年度から発掘調査を実施しており、普天間古集落遺跡、普

天間石
いしかわばる

川原遺跡、普天間下
しちゃばる

原遺跡、普天間後
くしばる

原遺跡の４遺跡にまたがっています。遺跡の所在する

場所は、宜野湾市普天間の普天満宮、神宮寺の裏側（西側）に位置しており、現在は米軍への提供施

設となっています。

これまでの調査の結果、縄文時代、グスク時代、近世～近代の遺物包含層や遺構を確認しています。

縄文時代の遺構は、竪
たてあないこう

穴遺構、ピット（小穴）、土坑などを確認しており、内部から土器や石器が

出土しているものもあります。

グスク時代の遺構は、ピットのみ確認されています。出土する遺物は、中国産白磁、カムィヤキ、

土器などが少数あります。

近世～近代の遺構は、調査範囲全域から確認されており、ピット、溝跡、方形石組遺構、畑跡、石

敷き遺構、窯跡など多様な種類の遺構を確認しています。詳細な検討が必要となりますが、家屋配置

などの集落構成の一部を明らかにすることが可能となりそうです。遺物は沖縄産陶器、本土産陶磁器

が多く、中国産磁器、瓦、金属製品なども少数ですが出土しています。

竪穴遺構完掘状況 方形石組遺構検出状況

石敷遺構検出状況 井戸半裁状況

米
軍
基
地
内
と
そ
の
周
辺
遺
跡

米
軍
基
地
内
と
そ
の
周
辺
遺
跡
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縄文時代後期の岩陰墓群を中心とした遺跡の宝庫
具
ぐ

志
し

川
かわ

島
じま

遺
い

跡
せき

群
ぐん

（4000 ～ 3000 年前）（4000 ～ 3000 年前）

　所   在   地：島尻郡伊是名村具志川島

　調   査   年：2006 ～ 2009 年

　調 査 原 因：自然崩壊による記録保存、遺跡範囲内容確認

　具志川島遺跡群は、採砂工事をきっかけとして発見され、1976 ～ 80 年、89 ～ 92 年にわたる

発掘調査により、縄文時代中～後期の重要な遺跡群として認識されていました。

　本遺跡群で最も注目される遺跡として岩
しい

立
たち

遺
い

跡
せき

があります。本遺跡では、縄文時代後期（約 3,000

～ 3,500 年前）の崖葬墓が確認されています。この崖葬墓は、岩陰を利用して多数の人骨が検出さ

れており、屈葬姿勢を保つものや骨が集められて整理されたもの、火葬されたものなど様々な葬法が

あったようです。この崖葬墓の下層となる縄文時代中期（約 3,500 ～ 4,000 年前）においては、炉

跡や貝類等を廃棄した小貝塚が確認され、この時期には生活の場として利用されており、時期によっ

てその形態が異なります。

　その他、縄文時代後期の集落跡の可能性がある親
おや

畑
はた

貝塚や、弥

生～平安時代の人骨が確認されている具志川島岩立遺跡西地区、

多くの炉跡が見つかっている洞穴遺跡であるタチャー遺跡など、

数多くの遺跡があるこの島は、現在では無人島ですが当時の人々

には住みやすい

場所であったの

でしょう。

周周  

辺辺  

離離  

島島

崖葬墓（縄文時代後期）重なり合う炉跡（縄文時代中期）

岩立遺跡
（左右とも）
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入る者を圧倒する墓域
ヤッチのガマ ･ カンジン原古墓群（300 ～ 00 年前）ヤッチのガマ ･ カンジン原古墓群（300 ～ 00 年前）

　所   在   地：久米島町字西銘

　調   査   年：1998 ～ 2001 年

　調 査 原 因：地下ダム建設

久米島町字西銘に所在し、農業用水確保のための地下ダム建設に伴い平成 10 年度～平成 13 年度に

わたって記録保存のための発掘調査を実施しました。ヤッチのガマ一帯の地形は石灰岩が浸食されたた

めにできる窪地となっており、周辺よりも数メートル低くなっています。ヤッチのガマは洞穴の中に形

成された墓域であり、その内部は石灰岩で区画され、厨
ず し

子が多数配置されていました。遺構は石積や区

画などが確認されており、石積は、地表より高くなるように造られていることから墓域と墓の外側との

境界を意識していたと考えられています。区画は 13 に分かれており、区画内部を一段高く造るもの、

サンゴ砂利を敷くもの、礎石を配置し建物があったことを想定させるものなど区画毎に違いを見ること

ができました。また、人骨が集中している区画もあり、その部分には足の踏み場もない程多数の大小人

骨が確認されています。

遺物は多数の厨子甕、中国産磁器、本土産陶磁器、沖縄産陶器、金属製品などが出土しており、小杯、

瓶、輪銭などの儀礼に使用されたと考えられるものが多いことや完形品の多いことを特徴として挙げる

ことができます。完形品が多い理由としては、洞穴入口周辺から流れ込んできた土砂が短期間で堆積し

たために、陶磁器などが一気に埋まったと考えられています。

カンジン原古墓群は、ヤッチのガマ周辺の古墓全体のことをいい、調査の対象となったのは、地下ダ

ムにより水没する９つの墓でした。墓の形態としては、石

積みで区画したもの、窪みを利用したもの、岩盤を掘り込

んだものがありました。

遺物は厨子甕が中心となっており、ヤコウガイ製匙とい

った特徴的なものも出土しています。

人骨はヤッチのガマ・カンジン原古墓群合わせて 1200

個体を超え、保存状態も良好なものが多いことから、形質

人類学の基礎データとして良い資料となっています。

周周  

辺辺  

離離  

島島

2 ～ 9 号区画

11 号区画

遺構全景
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　所　 在　 地：宮古島市（旧上野村）字新里

　調　 査　 年：1999 ～ 2001 年（県教育庁文化課より継続）

　調 査　原 因：県道保良上地線道路新設改良工事

　新里元島上方台地遺跡は、宮古島の南海岸から約 500 ｍ離れた標高 40 ｍ前後の台地上に位置し、

太平洋が展望できる開けた場所にある 14 ～ 15 世紀の集落跡です。

　この遺跡では多くの柱穴が確認されており掘立柱建物があったと考えられ、柱の間隔から２間 ×

３間、５間×３間以上の２種類があったようです。柱穴は、こぶし大の石を詰めて支えにしたようで、

本遺跡の特徴ともいえます。その他、掘
ほりこみいしぐみ

込石組遺構、炉跡、牛骨埋納遺構なども見られ、その遺構は

バラエティに富んでいます。

　出土遺物は、陶磁器の他、壺・鍋を中心とした宮古式土器が主体となっています。沖縄本島ではこ

の時期にはほとんど土器が使われていないので対照的です。

　この遺跡の周辺には、標高がより低い南側に新里東元島・西元島遺跡、友
と も り

利元島遺跡、砂
う る か

川元島遺

跡・宮
みやぐに

国元島遺跡などの集落跡があり、北側の高所には石積による区画をもった上
う い ひ ゃ ー

比屋山遺跡があり

ます。このことから 14 ～ 15 世紀の宮古島において栄えていた地域の一つと考えることができます。

太平洋を臨む丘陵の集落跡
新
しんざともとじま

里元島里元島上
じょうほうだいち

方台地方台地遺跡（約 700 ～ 500 年前）遺跡（約 700 ～ 500 年前）

牛骨埋納遺構

遺跡全景

宮宮  

古古  
諸諸  

島島
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宮宮  

古古  

諸諸  

島島

約 500 年の歴史を持つ島の中心地
尻
し

並
なん

遺跡（約 500 ～ 100 年前）遺跡（約 500 ～ 100 年前）

　所　在　地：宮古島市（旧平良市）字西里

　調   査　年：2001 年

　調 査 原 因：那覇地方裁判所平良支部建て替え

　尻並遺跡は、宮古島市平良の市街地にある 16 世紀前後から近世の集落跡です。近代には、那覇

地方裁判所平良支部が築かれ、現在も裁判所・検察庁・拘置所などが設けられています。

　遺構としては、建物と思われる柱穴、土坑墓２基の他に、床面が焼けて鉄分が多いピットなどが

あります。このピットと共に、多数の鉄鍋片、鉄
てっ

滓
さい

（鉄を溶かしたときに発生するくず）、炉
ろ へ き

壁（鉄

を溶かすための炉）、フイゴ（鉄を溶かすために空気を送る管）などが出土しているため、鍛冶炉の

可能性があります。

　また、大量の陶磁器が出土していますが、沖

縄本島に比べると、近世の本土産陶磁器が多く、

石垣島や久米島などと同様にみられる傾向です。

本島とは異なる流通経路があったのでしょうか。

その他には宮古式土器も見られますが、新里元

島上方台地遺跡に比べると壺が中心となり、調

理を行う鍋は鉄鍋が主体になっていたものと考

えられます。 初代裁判所　正面
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土坑墓

　サンゴ礁が育む白保地域の移り変わり
白
しら

保
ほ

竿
さお

根
ね

田
た

原
ばる

洞
どうけつ

穴・嘉
か

良
ら

嶽
だけ

東
ひがし

貝
かい

塚
づか

・アブ遺跡・・アブ遺跡・嘉
か

良
ら

嶽
だけ

東
とうほう

方古
こ

墓
ぼ

群
ぐん

（約 20,000 年前～約 300 年前）（約 20,000 年前～約 300 年前）

　所　在　地：石垣市字白保

　調　査　年：2001 ～ 2003・2006 ～ 2009 年

　調 査 原 因：新石垣空港建設

　

　世界最大のサンゴ礁がある白保北部では、幾つかの遺跡が確認されています。最も注目されてい

るのは、更新世（約 20,000 ～ 12,000 年前）の人骨が発見されている白保竿根田原洞穴ですが、

現在詳細な発掘調査が行われている最中ですので、今後の成果に期待したいと思います。

　次に古い遺跡としては、最も海岸に近い標高約６ｍの砂丘上に位置する嘉良嶽東貝塚があり、無

土器期（約 2000 ～ 900 年前）の石斧・敲
たたき

石
いし

・スイジガイ製利器、新里村期（約 900 ～ 800 年前）

の土器・カムィヤキなどが出土しています。またこの遺跡においては、地面が裂けたような痕跡が

見られ、地震や津波があった可能性が指摘されています。

　その次に古い遺跡は、海岸より約 500 ｍ離れた標高約 30 ｍの台地上に位置するアブ遺跡があり、

中森期（約 700 ～ 500 年前）の陶磁器と土器が確認されています。小面積の調査のため、具体的

な遺構は分かりませんが、同じ石垣島にある国史跡のフルスト原遺跡のような石積で区画された遺

跡である可能性もあります。

　

本遺跡の周辺には住屋遺跡や外間遺跡、

根間西里遺跡など多くの同時代の遺跡が

集中することから、16 世紀前後から宮

古島の中心地になっていたものと考えら

れます。

尻並遺跡全景

八八  

重重  

山山  

諸諸  

島島
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　明
め い わ

和の大津波（1771 年）の後、

この砂丘と台地の境には嘉良嶽東

方古墓群が営まれ、墓として利用

されるようになります。この津波

が原因で形成されたと思われる砂

層が確認されており、その下層に

は中森期の遺物も見られます。こ

の一帯はアブ遺跡と同じ時期にも

利用されていたようです。

　これらの調査成果から、この地域では無土器期には砂丘に居住していた人々が、中森期には台地に

進出していくことが分かってきました。このような砂丘から台地への暮らしの移り変わりは、沖縄本

島の遺跡で見られる変化と共通しているところもあり、その原因を追求していくことが今後の課題と

言えます。

八八  

重重  

山山  

諸諸  

島島

（上）新石垣空港予定地全景
（左）嘉良嶽東貝塚全景
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　調査対象地：与那国町字与那国野
ぬ

武
ん

原
ばる

　調　査　年：2002 ～ 2003 年

　与那国町字与那国野武原に所在し、ほ場整備事業（農地区画、農道、給排水道などの整備）に伴い

平成 14 年度に記録保存のための発掘調査を行いました。

　遺跡は、与那国島中央北側の標高 40 ～ 60 ｍの石灰岩台地に位置し、東側には近世の村跡である

島
しま

仲
なか

村
むら

跡
あと

遺跡、北にはトゥグル浜遺跡などが所在し、サンアイ・イソバ（15 世紀末の女性酋長 ) や

その一族の墓があると伝えられている地域です。

　遺構は 33 基の墓を確認しました。そのうち半数が石灰岩を積上げたもので、その他、半地下式石

棺墓、岩陰墓、破風・亀甲墓があり、４種類に分けることができます。サンアイ・イソバに関係する

とされている墓は岩陰を利用したもので、地区内で最大規模のものです。半地下式石棺墓からは埋葬

人骨も確認されています。墓が造られた時期は、遺物からみて近世～近代と考えられ、中でも近代の

ものが主体となります。

　遺物は、厨子甕、中国産・本土産陶磁器、沖縄産陶器、金属製品などが出土しており、特徴としては、

一つの墓に多数の陶磁器などを納めていること、完形品が多いことが挙げられます。

　人骨は 85 体分が確認され、骨折痕や鉄欠乏性貧血などのストレス痕が現れている骨もあり、当時

の島での生活が相当厳しかったことを物語っています。

　

伝承のムラに隣接する墓群
嘉
か

田
た

地
ち

区
く

古
こ

墓
ぼ

群
ぐん

（200 年前～戦前）200 年前～戦前）

八八  

重重  

山山  

諸諸  

島島

墓正面

人骨検出状況　21 号墓

墓遺物出土状況
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 基地内文化財分布調査 

　調査対象地：県内の米軍及び自衛隊基地（キャンプ瑞慶覧・普天間飛行場）

　調　査　年：1997 年～

　沖縄県内の米軍基地や自衛隊基地内にある埋蔵文化財（遺跡）の分布状況を把握することを目的

として、平成９年度から実施しています。この調査は、普天間飛行場を中心に行っており、平成

13 年度から宜野湾市教育委員会と共に調査区を分担して行っています。

　調査の方法は、遺跡の有無を見つけるための小面積の掘削を行う試掘調査と、それにより遺跡の

可能性がある場所を広範に調査する範囲確認調査という２段階よりなります。

　平成 21 年度には宜野湾市教育委員会と共同で、『普天間飛行場内遺跡地図（中間報告）』として

これまでの成果をまとめました。

　これによると、普天間飛行場内の遺跡は、調査開始時には 44 遺跡であったのが、平成 22 年現

時点では 102 遺跡となり、２倍以上もの遺跡が新たに発見されたことがわかります。また、未調

査地区の範囲も広く、制限もあるためほとんどの遺跡の詳細な性格・内容の把握までには至ってい

ません。

　しかしながら、米軍基地内には数多くの遺跡が残されていることが分かってきたので、今後も継

続して調査を行っていく必要があります。

普天間飛行場及び周辺の遺跡

分分  

布布  

調調  

査査  
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 戦争遺跡詳細分布調査 

　調査対象地：県内全域

　調　査　年：1998 ～ 2005 年

　　　　　　　（県教育庁文化課より継続）

戦争遺跡とは、近現代以降の戦争（沖縄県におい

ては特に沖縄戦）と、その遂行過程の中で、戦闘や

事件の加害・被害に関わって形成され、かつ現在に

残された構造物や痕跡などの遺構を指します。

戦争遺跡分布調査では、これら戦争遺跡の分布状

況を把握することにより、その保存、活用を行うた

めの基礎資料とすることを目的としました。その結

果、沖縄本島南部 410、本島中部 181、本島北部

133、本島周辺離島 54、南北大東島 24、宮古諸島

66、八重山諸島 111、計 979 箇所を把握すること

ができました。遺跡の種類としては、住民が避難し

た自然壕や旧日本軍が構築した陣地壕が大半を占め

ます。これらの戦争遺跡には地域ごとに特徴があり、

幾つかを紹介します。

本島南部には、旧日本軍による大規模な第 32 軍

司令部壕（那覇市）や旧海軍司令部壕（豊見城市）、

沖縄陸軍病院南風原壕群（南風原町）などがある一方、

悲惨な沖縄戦をまざまざと語るアブチラガマ（南城

市）などの自然壕が多く分布します。　本島中部では、

米軍上陸に備えた比謝川沿いの特
とっ

攻
こう

艇
て い ひ と く

秘匿壕
ごう

群（嘉

手納町）や座喜味の掩
えんたいごうぐん

体壕群、苛烈な戦闘の痕跡を

残す嘉
か か ず

数高台のトーチカ・陣地壕（宜野湾市）や前

田高地壕群（浦添市）などがあります。　宮古諸島

でも、米軍上陸に備えた大浜の特攻艇秘匿壕群や野

原岳に旧日本陸軍中飛行場戦闘指揮所などが残され

ています。八重山諸島においては、旧日本軍が駐屯

した白
しら

水
みず

の戦争遺跡群（石垣市）や、西表島の船
ふな

浮
うき

要塞戦争遺跡群（竹富町）など、大規模な遺跡が見

られます。

　今年度より、より詳細な内容を確認するために発

掘調査も念頭に入れた確認調査を行う予定です。

嘉数高台のトーチカ

糸数のアブチラガマ

座喜味の掩体壕群

船浮要塞戦争遺跡の砲台跡

分分  

布布  

調調  

査査  
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 沿岸地域遺跡分布調査 

　調査対象地：県内沿岸全域

　調　査　年：2004・2005・2007 ～ 2009 年

　この調査は沖縄県の沿岸地域に位置する埋蔵文化財の分布状況を把握するために実施していま

す。過去５年間にわたる調査の結果、貿易船など船舶の海難事故に関係すると考えられる遺跡や、

近世から近代に営まれていた石切場跡、塩田跡、魚垣等の海における生産遺跡、文献で記される

古港の現状等が確認できました。

　中国・東南アジアと広く交易をしていたことを示し、船の積荷と推定されるグスク時代の陶磁

器が引き上げられた久米島のナカノ浜沖（約 800 年前）や東奥武海底遺跡（約 600 年前）、石

垣島の名蔵シダタル遺跡（約 550 年前）、宮古来間島沖（約 500 年前）などは、この時代の海

上路としての要所であったことがわかります。また、船に使われていた碇石も多く見つかっており、

本部町瀬底島でも新たに発見されています。

また、1857 年にオランダ商船ファンボッセ号が多良間島高田海岸で座礁したことを示す多く

の中国産陶磁器や、石垣島屋良部沖の鉄製碇など、幕末には多くの異国船がこの海域に出没し、

沈んでいったことがわかりました。

このように県内全域において、沿岸地域

の遺跡分布調査を行っていることは全国的

にも注目されており、今後はこれらの遺跡

の詳細調査や、保存と活用が必要になって

くるものと考えています。

　

久米島の東奥武海底遺跡

恩納村真栄田の石切場跡

石垣島屋良部沖

分分  

布布  

調調  

査査  
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文化財保護法第一条では、「文化財を保存し、且つ、その活用を図り、もって国民の文化的向上に資

するとともに世界文化の進歩に貢献すること」と表記されています。沖縄県立埋蔵文化財センターは平

成22年度に設立10周年を迎えました。その間に、実施された発掘調査では大変重要な出土品が得られ、

また県内各地域の歴史や文化の成り立ちを解明するべく尽力してきました。近年の生涯学習への県民ニ

ーズの高まりとともに、その考古学の成果を広く、かつ体系的に各専門分野で利活用していくことが望

まれており、当センターにおいても様々な埋蔵文化財普及活用事業に取り組んでいます。

１，発掘調査速報展

　通常、発掘調査開始から出土品を整理し報告書を刊行するまで数年を要することから、前年度の発

掘調査で得られた最新の情報をいち早く公開するため、「発掘調査速報展」を毎年開催しています。

２，特別展 

　特定の考古資料や時期、地域などをテーマにして出土品を公開する企画

展です。9 月～ 11 月頃の開催が主になっています。

３，重要文化財公開首里城京の内跡出土品展

首里城京の内跡から出土した陶磁器は、14 世紀中頃～ 15 世紀中頃に中国をは

じめ東南アジア各地で生産されたもので、我が国の歴史上、意義深く、かつ、学

術的価値の特に高いものとして平成 12 年 6 月 27 日付けで国の重要文化財（考

古資料の部）に指定されました。毎年 1 月下旬頃に京の内跡出土資料を中心にテ

ーマを設け企画展を開催しています。

４，文化講座

　埋蔵文化財に関連する諸分野の有識者や当センター職員による文化講座

を開催しています。今回開催する「10 周年記念講座」では第 41 回・42

回を迎え、これまでの 10 年間で様々な文化講座を多くの皆様に提供する

ことができました。

５，体験学習

　平成 12 年度より「土器作り」や「火おこし」、「原始生活体験」、「石器作り」

など様々な内容で体験学習を行ってきました。また、平成 20 年度より開

催している「アクセサリー作り」は低学年の児童を中心に毎回好評を得て

います。

６，その他

　小中高等学校を中心に団体見学や職場体験の受

け入れを行っています。また、授業での出土品の

活用なども含め、学校教育との連携を図っています。

以上のように、埋蔵文化財を保存し未来に継承するとともに、地中に埋もれていた先人達の価値観に

触れる多くの機会を提供できるよう今後とも努めて参ります。

普及事業
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並　行



並　行



講師　安里 嗣淳（元県立埋蔵文化財センター所長）

講師　知念 勇（元県立埋蔵文化財センター所長）

第 41 回文化講座

　「琉球列島の先史時代

　　　～発掘からわかったこと～」

10 月 23 日（土）　14：00 ～ 16：00（13：30 開場）

第 42 回文化講座第 42 回文化講座

　「後兼久原遺跡からみたグスク時代前夜の沖縄」　「後兼久原遺跡からみたグスク時代前夜の沖縄」

第 42 回文化講座

　「後兼久原遺跡からみたグスク時代前夜の沖縄」

11 月 13 日（土）　14：00 ～ 16：00（13：30 開場）11 月 13 日（土）　14：00 ～ 16：00（13：30 開場）11 月 13 日（土）　14：00 ～ 16：00（13：30 開場）

センター設立10周年記念センター設立10周年記念
文化講座文化講座

センター設立10周年記念
文化講座

入場無料・先着 140 名入場無料・先着 140 名入場無料・先着 140 名

講師　森 達也（愛知県陶磁資料館）

講師　金城 亀信　（当センター）

第 43 回文化講座

　「琉球王朝が繋いだ陶磁の道」

1 月 29 日（土）

第 44 回文化講座

　「京の内跡出土金属製品について

　　～琉球王国の兜鉢立物を中心に～」

2 月 5 日（土）　

ご案内ご案内ご案内

重要文化財公開

「首里城京の内跡出土品展」

1 月 29 日（土）～ 2 月 13 日 ( 日）

平成 22 年度企画展

「10 周年展～埋文センター10年の歩み～」

2010（平成 22）年 10 月 19 日

        　編集･発行   沖縄県立埋蔵文化財センター
　　　　   (調査班) 　金城亀信　瀬戸哲也　知念隆博　天久奈美

　　　   住    所  　沖縄県中頭郡西原町上原 193-7

　　　   電    話  　098-835-8751   URL:http://www.maizou-okinawa.gr.jp/
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